







Annual change in students’ needs to subject and qualification in
collegiate women of physical education
Tetsushi Nakamura, Yoshio Koyanagi, Hiroshi Matsumoto, Masaya Mitsui
Department of Health and Sports Sciences, School of Health and Sports Sciences
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
This study is the 3rd stage of the continuation study. The purpose of this study is to analyze a change in 
student’s needs with grade progress to special subjects and qualifications and to collect materials to reorga-
nize a curriculum. 
The results were summarized as follows:
1．When learning health and sports, students place nutrition, psychology, teacher-training subjects, health 
science, medicine and coating in basic subjects.
2．It’s interested in many subjects at 1st grader, and it’s interested in subjects related to health and society at 
second grader, it’s interested in subjects about support and contribution at 3rd grader.
3．Students’ request is to acquire a teacher’s license, and that doesn’t change for 3 years.
4．The students’ acquisition will to “recreation instructor” and “handicapped sports instructor” is increased 
with grade progress. Students have an interest to “athletic trainer” in 3rd grader.
5．The will which tries to acquire other qualification is low and its will indicates the decline tendency as 
well as grade progress.










の 4 点，第 2 回目の研究4）からは，①栄養，医学，コーチング系の科目は学年が進行しても学びの重要
な科目として位置づけている，②健康や社会といった競技色の薄い科目への興味が急増傾向にある，③




















本学科 2008 年度 1 年次在籍学生 189 名，2009 年度 2 年次在籍学生 191 名，2010 度 3 年次在籍学生









































回答率が 30% を超えた科目は，1 年次では，栄養，心理，マネジメント，教科，健康，医学，方法，コー
チング，2 年次では，栄養，心理，教科，障害，健康，医学，コーチング，3 年次では，栄養，心理，
教科，障害，健康，医学，方法，コーチングとなり，内，3 年間ともに 30% を超える高い回答率を得
た科目は，栄養，心理，教科，健康，医学，コーチングとなった（Fig. 1）．
各年次の回答率の差について検討したところ，χ2 値が 1% 水準で有意であったことから，興味深い
科目に年次差のあることが明らかとなった．年次によってどのような違いがあるのか調整済み残差を用
い判定した（Table1.）．結果，調整済み残差の絶対値が 1.96 より大きく有意であると判定された箇所が
10 箇所見つかり，社会・福祉・健康は 2 年次で欲求が高まり 3 年次も維持されていること，生理・マ
ネジメントについては 2 年次で欲求が下がり 3 年次も維持されていること，障害は 3 年次で欲求が急増
していること，方法は 2 年次で欲求は下降するものの 3 年次で再向上する傾向が明らかとなった．
これらの傾向は，科目の履修時期によってもたらされる可能性が考えられたため，前回の研究同様に
科目開講期6）を確認した．社会系科目は，基礎系科目は 1 年次で，応用系科目は 4 年次で開講されてい
ること，福祉系科目は，3・4 年次で開講されていること，健康系科目の基礎系科目は 1 年次で，応用







ンス分析を用いその傾向を調べた（Fig. 2.）．イナーシャの寄与率は，1 次元が 72.9%，2 次元が 27.1% で，




































































































Table 1.  学年進行と興味を抱いた科目の関係（χ2 検定結果と調整済み残差の検討結果）
学年
科　　目
原理 栄養 歴史 社会 心理 生理 バイメカ マネジメント 発育 測定 教科 障害 福祉 健康 医学 人類 方法 コーチング その他
3 年次（U3）－.18 .83 .22 .80 －1.07 －1.74 －.31 －.38 －.58 －.66 .01 2.32 1.81 .71 －1.54 .24 2.00 －1.65 －.89
2 年次（U2）－.46 .42 －.56 1.44 1.06 －.38 －1.11 －2.58 1.22 1.89 －1.30 .51 .42 1.96 －.17 －.68 －2.25 －.32 －.24
1 年次（U1） .61 －1.19 .33 －2.15 －.02 2.02 1.37 2.85 －.64 －1.21 1.26 －2.68 －2.12 －2.57 1.62 .43 .29 1.86 1.07
1．χ2（36）=64.43, P<0.01
2．＿：｜X｜≧1.96
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α係数（C）を用いて判断した．結果は，1 年次（KMO=0.727, B=P<0.001, C=0.716），2 年次（KMO=0.747, 
B=P<0.001, C=0.764），3 年次（KMO=0.688, B=P<0.001, C=0.751）となり，いずれの年次においても，主




合性は十分に高いことが明らかとなった．解釈については，固有値 1.0 以上，寄与率 10.0% 以上，主成
分負荷量の絶対値 0.400 以上を基本条件に行った．







1 年次　（U1） 2 年次　（U2） 3 年次　（U3）
N=169 N=149 N=132
Mean SD Mean SD Mean SD
 1．中高教員免許 4.11 1.30 3.83 1.54 3.77 1.57 2.351 
 2．健康運動指導士（実践指導者） 3.54 1.22 3.17 1.36 2.63 1.46 17.255 ＊＊＊ U1>U2, U1>U3, U2>U3
 3．アスレティｯクトレーナー 2.64 1.37 1.75 0.96 1.48 0.90 46.324 ＊＊＊ U1>U2, U1>U3
 4．小学校教員免許 2.86 1.42 2.38 1.67 2.30 1.57 5.959 ＊＊ U1>U2, U1>U3
 5．レクリェー ション・インストラクター 2.40 1.01 2.48 1.18 3.00 1.39 10.669 ＊＊＊ U1<U3, U2<U3
 6．障害者スポーツ指導員 2.59 1.14 2.89 1.37 3.02 1.39 4.634 ＊ U1<U3
 7．A.D.I. 2.11 1.13 1.95 1.16 1.60 0.93 8.464 ＊＊＊ U1>U3, U2>U3
 8．アクアビクスインストラクター 2.06 1.18 2.01 1.20 1.96 1.30 0.235 
 9．スポーツリーダー 2.76 1.10 2.74 1.16 2.70 1.29 0.075 
10．競技別指導者（コーチ） 3.05 1.20 2.85 1.20 2.77 1.38 2.064 
11．スポーツプログラマー 2.54 1.05 2.41 1.13 2.11 1.13 6.023 ＊＊ U1>U3
12．クラブマネージャー 2.63 1.06 2.39 1.16 2.11 1.18 8.063 ＊＊＊ U1>U3
13．図書館司書 1.85 1.08 1.50 0.90 1.42 0.84 8.597 ＊＊＊ U1>U2, U1>U3




Table3.  資格取得希望についての年次別主成分分析結果 
1 年次 2 年次 3 年次
FAC1 FAC2 FAC3 FAC4 FAC1 FAC2 FAC3 FAC4 FAC5 FAC1 FAC2 FAC3 FAC4
 1．中高教員免許 －0.141 0.810 0.133 －0.104 －0.012 0.791 0.133 0.270 －0.148 －0.046 0.548 0.569 0.323 
 2．健康運動指導士（実践指導者） 0.577 －0.175 －0.374 0.266 0.505 －0.390 0.358 －0.108 －0.142 0.494 －0.498 0.127 －0.397 
 3．アスレティｯクトレーナー 0.161 －0.641 －0.113 0.053 0.522 －0.320 －0.212 0.071 0.274 0.442 －0.270 0.059 0.432 
 4．小学校教員免許 0.094 0.729 0.099 0.259 －0.005 0.696 0.190 0.226 0.460 0.032 0.339 0.751 0.112 
 5．レクリェー ション・インストラクター 0.658 0.029 0.098 0.172 0.610 0.283 0.075 －0.497 0.180 0.498 0.486 0.094 －0.502 
 6．障害者スポーツ指導員 0.523 0.239 0.170 0.396 0.546 0.382 0.117 －0.458 0.264 0.454 0.570 －0.038 －0.401 
 7．A.D.I. 0.634 0.230 －0.634 －0.133 0.681 －0.154 0.558 0.248 －0.069 0.474 －0.442 0.500 0.038 
 8．アクアビクスインストラクター 0.605 0.215 －0.667 －0.086 0.686 －0.086 0.597 0.212 －0.107 0.575 －0.311 0.392 －0.428 
 9．スポーツリーダー 0.770 0.095 0.174 －0.267 0.737 0.218 －0.165 －0.050 －0.338 0.786 0.165 －0.189 0.177 
10．競技別指導者（コーチ） 0.497 0.128 0.404 －0.504 0.437 0.384 －0.384 0.212 －0.500 0.668 0.374 －0.135 0.316 
11．スポーツプログラマー 0.751 －0.228 0.317 －0.139 0.783 －0.076 －0.370 －0.029 0.049 0.811 0.003 －0.312 0.092 
12．クラブマネージャー 0.732 －0.176 0.358 －0.015 0.772 －0.063 －0.388 0.017 0.081 0.806 0.004 －0.249 0.169 
13．図書館司書 0.263 －0.027 0.234 0.712 0.380 －0.159 －0.232 0.563 0.426 0.394 －0.299 0.286 0.294 
固有値 3.870 1.895 1.543 1.215 4.219 1.853 1.429 1.068 1.001 3.976 1.846 1.615 1.314
寄与率 29.770 14.581 11.866 9.344 32.457 14.252 10.994 8.216 7.702 30.586 14.203 12.427 10.104
累積寄与率 29.770 44.351 56.217 65.560 32.457 46.709 57.704 65.920 73.621 30.586 44.789 57.216 67.320
1．＿：｜主成分負荷量｜≧ 0.400　
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健康・スポーツ科学科の科目と資格に対する学生ニーズの年次推移
－ 113 －
第 1 主成分は，「教員免許」「アスレティックトレーナー」「図書館司書」を除いた資格，第 2 主成分は「教
員免許」，第 3 主成分は「競技別指導者資格」に集約された．2 年次については，5 つの主成分が抽出され
たが，寄与率 10.0% 以上を示した主成分は 3 つとなった．第 1 主成分は，「教員免許」「図書館司書」を
除いた資格，第2主成分は「教員免許」，第3主成分は「エアロビックダンスエクササイズインストラクター
（A. D. I.）」「アクアビクスインストラクター」の取得希望に集約された．3 年次については，4 つの主成
分が抽出され，4 つの主成分ともに寄与率 10.0% 以上を示した．第 1 主成分は，「教員免許」「図書館司
書」を除いた資格，第 2 主成分は「中高教員免許」「レクリエーション・インストラクター」「障害者スポー
ツ指導員」，第 3 主成分は「教員免許」「エアロビックダンスエクササイズインストラクター（A. D. I.）」，
第 4 主成分は「アスレティックトレーナー」の取得希望に集約された．
結果，第 1 主成分に集約された情報が，教員免許関係以外の資格を中心にして構成されていること，
第 2・第 3 主成分に教員免許の取得希望が挙げられていることは，1 年次からの希望をそのまま受け継





























た 3 年間の意識変化を考慮すると，当該年の開講科目や進路希望の変化との関連を視座に入れた 4 年目
の追跡調査は必要不可欠であることが示唆された．
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